
● 

独
立
前
か
ら
続
く
雑
誌
文
化
の

伝
統

　

パ
キ
ス
タ
ン
の
雑
誌
は
、
英
語
と
ウ

ル
ド
ゥ
ー
語
に
よ
る
刊
行
物
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
。パ
ン
ジ
ャ
ー
ビ
ー
語
、ス
ィ

ン
デ
ィ
ー
語
、
パ
シ
ュ
ト
ー
語
に
よ
る

刊
行
物
も
皆
無
で
は
な
い
が
、
定
期
刊

行
物
は
多
く
な
い
。

　

こ
の
雑
誌
文
化
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
独

立
の
半
世
紀
前
、
二
〇
世
紀
に
入
っ
て

活
発
化
し
た
。
一
八
四
九
年
、
英
領
期

に
ラ
ー
ホ
ー
ル
が
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
州
都

に
設
定
さ
れ
る
と
、
英
語
や
ウ
ル

ド
ゥ
ー
語
で
多
く
の
新
聞
が
刊
行
さ

れ
、
一
九
世
紀
末
に
は
、
デ
リ
ー
の
新

聞
の
種
類
が
六
〇
あ
っ
た
の
に
対
し
、

ラ
ー
ホ
ー
ル
で
は
二
〇
〇
種
類
の
新
聞

が
刊
行
さ
れ
、
ラ
ー
ホ
ー
ル
が
北
イ
ン

ド
で
の
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
メ
デ
ィ
ア
の
中

心
地
と
な
っ
た
。二
〇
世
紀
に
入
る
と
、

文
芸
誌
『
宝
庫M

akh￣zan

』（
一
九
〇

一
年
）、
児
童
向
け
週
刊
誌
『
花Phūl

』

（
一
九
〇
九
年
）
や
女
性
向
け
週
刊
誌

『
女
性
文
化Tahdh￣īb al- Nisw

ān

』（
一

九
〇
九
年
）
が
刊
行
さ
れ
る
な
ど
、
雑

誌
文
化
が
開
花
し
た
。『
花
』
は
一
九

六
〇
年
代
ま
で
刊
行
が
続
い
た
。
同
誌

に
投
稿
し
て
い
た
若
き
作
家
た
ち
は
、

の
ち
に
現
代
ウ
ル
ド
ゥ
ー
文
学
界
を
牽

引
す
る
作
家
に
成
長
し
た
。

　

一
九
四
七
年
の
パ
キ
ス
タ
ン
独
立

後
、
政
府
刊
行
物
は
首
都
カ
ラ
ー
チ
ー

か
ら
刊
行
さ
れ
た
た
め
、
政
治
や
経
済

の
雑
誌
は
現
在
も
カ
ラ
ー
チ
ー
か
ら
刊

行
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
こ
れ
に

対
し
、
文
学
や
評
論
な
ど
文
化
関
連
の

雑
誌
は
、
カ
ラ
ー
チ
ー
と
共
に
、
ラ
ー

ホ
ー
ル
か
ら
の
刊
行
が
続
い
て
い
る
。

ま
た
、
一
九
六
〇
年
代
に
首
都
が
イ
ス

ラ
ー
マ
ー
バ
ー
ド
に
な
る
と
、
政
府
関

連
の
研
究
施
設
が
同
市
に
設
立
さ
れ
、

紀
要
も
こ
の
新
し
い
首
都
か
ら
刊
行
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
イ
ス
ラ
ー

マ
ー
バ
ー
ド
に
あ
る
、
政
治
に
関
す
る

研
究
機
関
の
多
く
は
対
ソ
連
戦
争
時
代

に
設
立
さ
れ
た
。
パ
キ
ス
タ
ン
の
戦
略

的
重
要
性
が
増
し
研
究
機
関
設
立
や
成

果
刊
行
費
用
が
西
側
諸
国
か
ら
の
支
援

で
潤
沢
に
あ
っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
雑
誌
事

情
に
つ
い
て
、
政
府
刊
行
物
や
紀
要
、

一
般
雑
誌
等
に
分
け
て
概
観
す
る
。

●
一
般
雑
誌

　

パ
キ
ス
タ
ン
の
内
政
や
外
交
を
知
る

う
え
で
入
手
し
や
す
い
一
般
英
字
誌

は
、『
ニ
ュ
ー
ズ
ラ
イ
ンNew

sline

』

と
『
ヘ
ラ
ル
ドH

erald

』
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
も
月
刊
で
、
カ
ラ
ー
チ
ー
か
ら

発
刊
さ
れ
、
内
政
、
外
交
、
経
済
、
文

化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
を
扱
う
。
ま

た
『Friday Tim

es

』
は
週
刊
新
聞
で
、

ラ
ー
ホ
ー
ル
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る

が
、
主
に
社
会
問
題
等
を
扱
う
良
質
の

新
聞
と
し
て
知
ら
れ
る
。
同
紙
の
ウ
ル

ド
ゥ
ー
語
版
『
こ
の
頃Ājkal

』
も
知

識
層
に
広
く
読
ま
れ
て
い
る
。

　

経
済
で
は
、
カ
ラ
ー
チ
ー
か
ら
一
九

八
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
週
刊
誌
『Paki-

stan &
 Gulf Econom

ist

』
が
良
質
の

雑
誌
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

軍
事
関
連
の
雑
誌
と
し
て
は
、
一
九

八
五
年
以
来
、
カ
ラ
ー
チ
ー
か
ら
刊
行

さ
れ
て
い
る
月
刊
英
字
誌
『D

efence 
Journal

』（http://w
w

w
.defence-

journal.com
/

）
が
あ
る
。

　

カ
ラ
ー
チ
ー
か
ら
刊
行
さ
れ
る
ウ
ル

ド
ゥ
ー
語
週
刊
誌
『
世
界
の
新
聞

Akh￣bār-e Jahān

』
は
一
九
六
七
年
ご

ろ
に
発
刊
さ
れ
、
現
在
も
圧
倒
的
な
人

気
を
誇
る
。
読
者
欄
、
政
治
、
国
際
情

勢
、
特
集
、
ス
ポ
ー
ツ
、
連
載
小
説
、

読
み
切
り
小
説
、
新
刊
案
内
、
占
い
、

夢
占
い
、
星
占
い
の
ほ
か
、
結
婚
式
や

新
生
児
の
投
稿
写
真
な
ど
あ
ら
ゆ
る
要

素
を
含
み
、
最
近
は
在
日
パ
キ
ス
タ
ン

人
の
エ
ッ
セ
イ
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

●
政
府
刊
行
物
等

　

年
鑑
も
の
と
し
て
、Pakistan Year 

Book

が
カ
ラ
ー
チ
ー
か
ら
刊
行
さ
れ

て
い
る
。
近
年
で
は
類
書
も
見
ら
れ
る

が
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
全
般
的
な
情
報
を

得
る
う
え
で
、
ま
ず
は
手
元
に
置
い
て

お
き
た
い
も
の
で
あ
る
。The All-Pa-

kistan Legal Decisions

は
、
一
九
四

パ
キ
ス
タ
ン
の
雑
誌
事
情

特 集
アジア地域研究と雑誌
―『コア・ジャーナル』を語る―

山
根
　
聡
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九
年
来
刊
行
さ
れ
て
い
る
月
刊
の
法
令

集
で
あ
る
。

　

国
語
問
題
で
は
、
国
立
国
語
ア
カ
デ

ミ

ーM
uqtadira Q

aum
ī Zabān

か

ら
、
月
刊
誌
『
ウ
ル
ド
ゥ
ー
新
聞

Akh￣bār-e Urdū

』
が
刊
行
さ
れ
、
ウ

ル
ド
ゥ
ー
語
の
専
門
用
語
の
造
語
法

や
、
世
界
各
地
で
の
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
教

育
の
実
態
、
あ
る
い
は
書
評
な
ど
が
掲

載
さ
れ
て
お
り
、
パ
キ
ス
タ
ン
国
内
で

の
言
語
問
題
に
つ
い
て
詳
細
な
情
報
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
。
パ
キ
ス
タ
ン
文

学
ア
カ
デ
ミ
ー
は
不
定
期
で
『
文
学
研

究Adabiyāt

』
を
刊
行
し
て
い
る
。

●
紀
要
等

　

パ
キ
ス
タ
ン
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
代

前
半
の
ム
シ
ャ
ッ
ラ
フ
政
権
下
、
高
等

教
育
委
員
会H

igher Education 
Com

m
ission

の
指
導
の
も
と
、
高
等

教
育
機
関
に
関
す
る
改
革
が
な
さ
れ

た
。
そ
の
際
、
紀
要
に
つ
い
て
は
、
厳

密
な
査
読
制
度
を
採
用
す
る
こ
と
な
ど

が
刊
行
費
支
援
の
条
件
と
な
っ
た
。
編

集
委
員
会
や
査
読
者
に
は
外
国
人
研
究

者
の
参
加
が
奨
励
さ
れ
て
い
る
。
査
読

の
厳
格
さ
に
は
雑
誌
・
紀
要
に
よ
っ
て

差
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
研
究

活
動
の
成
果
公
開
に
一
定
の
基
準
を
確

立
し
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

　

政
治
関
係
の
紀
要
と
し
て
は
、
一
九

九
九
年
ご
ろ
設
立
さ
れ
た
イ
ス
ラ
ー

マ
ー
バ
ー
ド
政
策
研
究
所（Islam

abad 
Policy Research Institute

：
Ｉ
Ｐ
Ｒ

Ｉ
）
が
最
も
精
力
的
な
活
動
を
行
っ
て

お
り
、
年
二
回
発
行
の
雑
誌IPRI Jour-

nal

、
国
際
関
係
に
関
連
し
た
特
集
で

あ
るIPRI Paper

、
そ
し
て
様
々
な
ト

ピ
ッ
ク
を
選
ん
で
論
集
と
し
た
月
刊
誌

IPRI Factfile

を
刊
行
さ
せ
て
い
る
。

内
容
は
内
政
、
外
交
、
国
際
関
係
、
経

済
な
ど
充
実
し
て
い
る
。『U
N

 Peace-
keeping O

perations and Pakistan

』

（
二
〇
〇
六
年
一
月
号
）、『Pakistan's 

W
ar on Terror

』（
二
〇
〇
六
年
二
月

号

）、『South Asian Free Trade 
Area

』（
二
〇
〇
六
年
六
月
号
）、

『Pak-Afghan Relations 2005-07

』

（
二
〇
〇
七
年
二
月
号
）、『Pakistan-
India Peace Process

』（
二
〇
〇
七

年
三
月
号
）、『Pakistan-Russia Rela-

tions

』（
二
〇
〇
七
年
六
月
号
）、『In-

flation

』（
二
〇
〇
八
年
六
月
号
）
な
ど

が
あ
る
。
特
集
号
と
し
て
は
、セ
ミ
ナ
ー

等
の
報
告
や
選
挙
結
果
を
ま
と
め
た
も

の
な
ど
が
あ
る
。
二
〇
一
一
年
冬
号
で

一
四
〇
号
を
刊
行
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

は
、http://ipripak.org/factfiles.

shtm
l

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

政
策
研
究
所
（Institute of Policy 

Studies

）
が
隔
月
刊
す
る
『Policy 

Perspectives

』
も
ま
た
、論
集
の
ほ
か
、

特
色
あ
る
テ
ー
マ
で
の
雑
誌
を
刊
行
し

て
い
る
（http://w

w
w

.ips.org.pk/

）。

同
研
究
所
は
対
ソ
連
戦
争
が
始
ま
っ
た

一
九
七
九
年
に
設
立
さ
れ
た
。『
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
特
集
』（
二
〇
〇
八
年
五

号
）
な
ど
、
内
政
、
外
交
、
国
際
関
係
、

宗
教
問
題
等
に
つ
い
て
の
論
考
を
扱
っ

て
い
る
。
同
じ
く
イ
ス
ラ
ー
マ
ー
バ
ー

ド
に
あ
る
戦
略
研
究
所
（Institute of 

Strategic Studies

、http://w
w

w
.

issi.org.pk/

）
は
、季
刊
誌
『Strategic 

Studies

』
を
刊
行
し
て
い
る
。
地
域

研
究
研
究
所Institute of Regional 

Studies

は
一
九
八
二
年
の
創
立
以
来
、

季
刊
誌
『Regional Studies

』
を
刊
行

し
、
特
に
南
ア
ジ
ア
、
中
央
ア
ジ
ア
、

中
国
、
中
東
な
ど
パ
キ
ス
タ
ン
の
周
辺

地
域
に
関
す
る
論
考
を
中
心
に
扱
う
。

月
刊
誌
『Spotlight

』
は
、
特
集
号
と

し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
パ
キ
ス
タ
ン

地
域
の
メ
デ
ィ
ア
が
扱
っ
た
記
事
を
扱

う
隔
週
の
『Selections from

 Region-
al Press

』、
特
集
を
組
む
年
刊
『Focus 

on Regional Issues

』、
地
域
情
勢
に

関
す
る
論
文
を
集
め
た
『Regional 

Perspective

（Spotlight on Regional 
Affairs

）』
な
ど
、
各
種
の
雑
誌
を
刊

行
す
る
ほ
か
、M

onograph Series

も

不
定
期
で
刊
行
し
て
い
る
。

　

ラ
ー
ホ
ー
ル
の
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
大
学

U
niversity of the Punjab

か
ら
年
二

回
刊
行
さ
れ
て
い
る
『Journal of the 

Research Society of Pakistan

』、
同

大

学

のCentre for South Asian 
Studies

か
ら
一
九
八
四
年
来
、
年
二

回
刊
行
さ
れ
て
い
る
『South Asian 

Studies

』
も
ま
た
、
パ
キ
ス
タ
ン
政

治
研
究
で
は
欠
か
せ
な
い
。
同
セ
ン

タ
ー
は
、
月
刊
誌
『South Asian M

i-
nority Affairs

』
も
刊
行
し
て
い
る
。

　

学
術
誌
で
は
、Pakistan H

istori-
cal Society

が
一
九
五
三
年
か
ら
刊
行

し
て
い
る
『Journal of the Pakistan 

H
istorical Society

』
が
あ
る
。

　

経
済
関
係
で
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
唯
一

の
開
発
経
済
学
会Pakistan Society 

of D
evelopm

ent Econom
ics

が
発
行

す
る
季
刊
誌
『Pakistan Develop-

m
ent Review

』
や
、Lahore School 

of Econom
ics

が
年
二
回
発
行
す
る

『The Lahore Journal of Econom
ics

』

が
あ
る
。
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
大
学
の
経
済

学
部
は
季
刊
誌
『Pakistan Econom

ic 
and Social Review

』
を
刊
行
す
る
。

　

ま
た
、U

niversity of Karachi

の

School of Social Science

が
発
行
す

る
『Journal of Social Sciences and 

H
um

anities

』
が
、
不
定
期
な
が
ら
研

究
成
果
を
刊
行
し
続
け
て
い
る
。ま
た
、

同
大
学
のApplied Econom

ics Re-
search Centre

は
、
一
九
八
二
年
か
ら

年
二
回
刊
で
『Pakistan Journal of 
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Applied Econom
ics

』を
出
し
て
い
る
。

　
N

ational Bank of Pakistan

の

Econom
ic Research W

ing

が
隔
月

刊
で『Econom

ic Bulletin

』を
カ
ラ
ー

チ
ー
か
ら
刊
行
し
て
い
る
。State 

Bank of Pakistan

は
、
ウ
ル
ド
ゥ
ー

語
で
逐
次
報
告
書
を
刊
行
し
て
い
る

（『Pākistānī M
u ʻaishat kī Kaifiyat

パ
キ
ス
タ
ン
経
済
の
特
徴
』）。こ
れ
は
、

State Bank of Pakistan
のExternal 

Relations D
epartm

ent

（Publica-
tions D

ivision

）
に
発
注
で
き
る
。

●
文
芸
誌
な
ど

　

文
学
関
係
で
は
、『
絵Nuqūsh

』、『
軽

妙
な
文
学Adab-e Latīf

』、『
新
月

M
āh-e Nau

』
な
ど
の
文
芸
誌
が
あ
る
。

文
芸
誌
の
歴
史
は
古
く
、『
軽
妙
な
文

学
』
は
パ
キ
ス
タ
ン
独
立
前
の
一
九
三

五
年
に
創
刊
さ
れ
た
月
刊
誌
で
、
現
在

も
不
定
期
な
が
ら
続
い
て
い
る
。
パ
ン

ジ
ャ
ー
ブ
大
学
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
カ

レ
ッ
ジ
か
ら
刊
行
さ
れ
る
『Oriental 

College M
agazine

』
は
パ
キ
ス
タ
ン

の
国
語
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
の
文
学
を
中
心

に
ア
ラ
ビ
ア
語
、
ペ
ル
シ
ア
語
、
パ
ン

ジ
ャ
ー
ビ
ー
語
な
ど
の
諸
言
語
お
よ
び

そ
の
文
学
に
関
す
る
碩
学
の
研
究
論
文

を
刊
行
し
て
き
た
。
ウ
ル
ド
ゥ
ー
文
学

研
究
科
は
『
こ
だ
まBāziyāft

』
を
年

二
回
刊
行
し
て
い
る
。
パ
キ
ス
タ
ン
最

古
の
研
究
機
関
ガ
ヴ
ァ
メ
ン
ト
・
カ

レ
ッ
ジ
大
学Governm

ent College 
U

niversity

は
『
ラ
ー
ヴ
ィ
ー
川Rāvī

』

を
刊
行
し
て
い
る
。
イ
ス
ラ
ー
マ
ー

バ
ー
ド
の
国
立
現
代
語
大
学N

ational 
U

niversity of M
odern Languages

は
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
の
研
究
雑
誌
『
調
査

研
究Daryāfat

』
お
よ
び
『
研
究
の
文

学Tahqīqī Adab

』
を
刊
行
、
同
じ
く

イ
ス
ラ
ー
マ
ー
バ
ー
ド
に
あ
る
国
際
イ

ス
ラ
ー
ム
大
学
も
紀
要
『
水
準

M
eʻyār

』
を
刊
行
し
て
い
る
。
カ
ラ
ー

チ
ー
大
学
か
ら
は
、
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
の

紀
要
『
紀
要Jarīda

』
が
刊
行
さ
れ
て

い
る
。
ス
ィ
ン
ド
州
ハ
イ
ダ
ラ
ー
バ
ー

ド
に
隣
接
す
る
ジ
ャ
ー
ム
シ
ョ
ー
ロ
ー

に
あ
る
ス
ィ
ン
ド
大
学
ウ
ル
ド
ゥ
ー
文

学
研
究
科
は
、
不
定
期
な
が
ら

『Tahqīq

』
を
刊
行
し
て
い
る
。
同
州

ハ
イ
ル
プ
ー
ル
の
シ
ャ
ー
・
ア
ブ
ド
ゥ

ル
ラ
テ
ィ
ー
フ
大
学Shah Abdul La-

tif U
niversity

は
紀
要
『
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ドAlm
ās

』
を
刊
行
し
て
い
る
。

●
政
党
関
連

　

パ
キ
ス
タ
ン
の
政
党
の
機
関
誌
に
は

パ
キ
ス
タ
ン
人
民
党
と
イ
ス
ラ
ー
ム
党

の
も
の
が
あ
る
。
人
民
党
は
ウ
ル

ド
ゥ
ー
語
誌
『
不
屈
の
精
神Istiqlāl

』

を
、
イ
ス
ラ
ー
ム
党
は
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語

誌
『
ク
ル
ア
ー
ン
の
解
釈
者

Tarjum
ān al-Qurʼān

』
を
刊
行
し
て

い
る
。
後
者
に
掲
載
さ
れ
る
論
文
は
、

パ
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
主

義
者
の
主
張
を
理
解
す
る
う
え
で
重
要

で
あ
る
。
編
集
長
は
一
九
八
〇
年
代
の

ズ
ィ
ア
ー
ウ
ル
・
ハ
ク
政
権
時
代
に
入

閣
を
果
た
し
た
経
済
学
者
、
フ
ル
シ
ー

ド
・
ア
フ
マ
ド
氏
で
あ
る
。

●
雑
誌
講
読
で
の
留
意
点

　

一
九
八
〇
年
代
の
ズ
ィ
ア
ー
政
権
下

で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
化
政
策
の
も
と
反

イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る

弾
圧
が
あ
り
、
政
府
に
批
判
的
な
メ

デ
ィ
ア
が
反
イ
ス
ラ
ー
ム
的
で
あ
る
と

指
摘
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。

　

現
在
パ
キ
ス
タ
ン
で
は
、
イ
ス
ラ
ー

ム
に
対
す
る
冒
涜
や
、
政
府
に
よ
る
一

時
的
な
取
締
ま
り
を
除
い
て
は
、
比
較

的
自
由
な
発
言
が
可
能
と
な
っ
て
い

る
。
た
だ
し
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
場
合
、

政
権
が
交
代
す
る
と
政
府
系
機
関
の

ト
ッ
プ
な
ど
が
政
権
党
支
持
者
に
代
わ

る
場
合
が
あ
り
、
雑
誌
の
内
容
も
現
政

権
や
政
党
を
支
持
す
る
内
容
に
な
る
場

合
が
あ
る
。
最
近
の
人
文
系
の
政
府
機

関
の
刊
行
物
は
、
故
ブ
ッ
ト
ー
首
相
一

族
を
賛
美
す
る
記
事
が
多
く
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を
反
映
す

る
点
で
は
興
味
深
い
し
、
首
相
一
族
に

つ
い
て
の
資
料
を
集
め
る
う
え
で
は
あ

り
が
た
い
が
、
内
容
に
中
立
性
を
欠
け

る
点
は
常
に
注
意
し
て
お
き
た
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。

●
パ
キ
ス
タ
ン
の
英
語

　

余
談
だ
が
、
九
・
一
一
以
降
、
欧
米

へ
の
渡
航
が
困
難
と
な
っ
た
中
東
の
若

者
が
、
英
語
を
学
ぶ
た
め
に
イ
ン
ド
、

特
に
プ
ネ
ー
に
留
学
し
て
い
る
実
態
を

調
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
近
年
、
中
東
や

ア
フ
リ
カ
の
学
生
の
み
な
ら
ず
、
東
南

ア
ジ
ア
や
ネ
パ
ー
ル
な
ど
ア
ジ
ア
各
地

か
ら
、
比
較
的
安
価
な
学
費
と
生
活
費

で
高
い
英
語
力
を
習
得
で
き
る
イ
ン
ド

は
、
留
学
先
と
し
て
人
気
を
集
め
て
い

る
。
つ
ま
り
、
イ
ン
ド
が
植
民
地
時
代

の
遺
産
で
あ
る
英
語
運
用
能
力
を
、
学

生
を
集
め
る
ツ
ー
ル
に
利
用
し
て
い
る

の
だ
。
そ
れ
ほ
ど
に
南
ア
ジ
ア
地
域
で

は
英
語
が
浸
透
し
て
お
り
、
新
聞
や
雑

誌
等
の
メ
デ
ィ
ア
で
用
い
ら
れ
る
英
語

は
「
し
っ
か
り
し
て
い
る
」。
そ
の
こ

と
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
場
合
で
も
同
様

で
あ
る
。
パ
キ
ス
タ
ン
の
英
字
新
聞
、

雑
誌
な
ど
の
英
語
も
ま
た
、
イ
ン
ド
同

様
し
っ
か
り
し
た
も
の
と
し
て
定
評
が

あ
る
。
同
国
の
治
安
が
安
定
す
れ
ば
、

中
東
な
ど
海
外
か
ら
の
留
学
生
を
集
め

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
や
ま
ね　

そ
う
／
大
阪
大
学　

世
界
言

語
研
究
セ
ン
タ
ー　

教
授
）
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